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8 ．校正は原則として著者が行い、 3 校までとする。
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10．本『フォーラム』に掲載される内容は、センターのホームページで公開される。

この規定は、平成17年11月から施行する。
この規定は、平成23年 7 月から施行する。

『21世紀教育フォーラム』執筆要項

1 ．原稿は、手書きの場合字数が明確になるよう原稿用紙に記載する。また、パソコン等を用いる場合
にはＡ4 版の用紙に印字する。原稿は 3 部提出する（ 3 部のうち 2 部はコピーでかまわない）。

	 なお、パソコン等による原稿には、使用したハードウエア及びソフトウエアを明記した記録媒体を
添付することが望ましいが，電子ファイルでの提出も可とする。

2 ．原稿には論文題名、著者名及び所属が和英両語で記載されていなければならない。
3 ．本文の前に要旨（Abstract）及びキーワードを置く。要旨は和文の場合には400字以内、英文の場

合には120語以内とする。キーワードは数語以内とする。
4 ．文献の引用は原則として本文中の該当箇所の右肩に片括弧付きの番号で表示し、出典は本文末尾に
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